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16 years after the Great Hanshin Earthquake, as well as 
social change was necessary to reconsider the timing and 
specific methods and spirit of the Luminarie Kobe 
earthquake reconstruction initiated for the purpose of the 
requiem. 
This study, conducted by the new planning proposals from 
the fields of art and design, as well as explore ways of Kobe 
Luminarie meet the demands of the times and people have 
learned from the earthquake, "the preciousness of life" and 
"human the importance of the ties, "you can tell the next 
generation is intended to explore the possibility of planning, 
design, happy to contribute to society. 
In particular, planning and implementing the following five 
were able to achieve results. 
1. Candle everyone to "remember" monuments 
2. Fostered by university students, "Sunflower far," 
Distribution 
3. Blue candle requiem and performance bonds 
4. "Memory" of concert sound 
5. Talk about 1.17 "soul" of the words 
 
要旨 










1.  みんなで灯す｢記憶｣のモニュメント 
2.  大学生が育てた｢はるかのひまわり｣配布 
3.  鎮魂と絆のブルーキャンドル・パフォーマンス 
4.  ｢記憶｣の響きコンサート 


































	 また、1と 2は 1月 17日に開催された「1.17のつどい」
でもおこなわれ、神戸ルミナリエと 1.17 のつどいの連動
が図られた。 
	 1.  みんなで灯す｢記憶｣のモニュメント 
	 2.  大学生が育てた｢はるかのひまわり｣配布 
	 3.  鎮魂と絆のブルーキャンドル・パフォーマンス 
	 4.  ｢記憶｣の響きコンサート 












	 1. 安岡正雄  神戸国際観光コンベンション協会 観光
部長（4.27）	 2. 白木利周  HANDS阪神淡路大震災「1.17
希望の灯り」理事（5.11）	 3. 加藤いつか  HANDS 阪
神淡路大震災「1.17 希望の灯り」理事（5.25）4. 中島喜
一  HANDS阪神淡路大震災「1.17希望の灯り」理事（6.8） 
5. 臼井真  神戸市立西灘小学校教員『しあわせ運べるよ
うに』作詞作曲（6.22）6. 上西勇  HANDS 阪神淡路大
震災「1.17 希望の灯り」理事長（7.6）	 7. 大下幸夫  
HANDS阪神淡路大震災「1.17希望の灯り」専務理事（7.20） 
8. 岸本昌市  HANDS阪神淡路大震災「1.17希望の灯り」
理事（8.3）	 ※敬称略 
	 そのほかに以下の見学と鑑賞会を実施した。 
	 1. 人と防災未来センター見学（5.4） 2. メリケンパー
ク震災跡見学（5.14） 3. NHK「震災 15年~命をみつめ
る  心をつなぐ」鑑賞会（5.18） 
 
図 1）第 1回震災セミナー	 	 図 2）人と防災未来センター見学 
 
4）	 みんなで灯す｢記憶｣のモニュメント 
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 また、LED の返送を希望する 353 名には、後日 LED
を送り届けた。 










図 3）会場で LEDを刺す来場者	 	 図 4）学生による補助 
 	 図 5）LEDとメッセージカード 
 
5）	 大学生が育てた「はるかのひまわり」 











図 6）種の仕分	 	 	 	 図 7）配布した種とメッセージカード 
 
6）	 鎮魂と絆のブルーキャンドル・パフォーマンス 
	 昨年につづいて 2 回目となる本パフォーマンスは、神
戸ルミナリエ会場内に灯されつづけている｢1.17 希望の
灯り｣周辺に約 1000 個の青いキャンドルを灯すというも






図 8）キャンドル点火作業	 	 図 9）キャンドル点灯風景 
 
7）	 ｢記憶｣の響きコンサート 
























	 HANDS の協力を仰ぎ、遺族の方々のほか｢NPO 法人
KOBE 観光ボランティア｣の方々にも加わっていただき、

















図 12）語り部の会	 	 	 	 	 図 13）ラジオの生中継 
 
9）	 1.17のつどい 














図 14）｢1.17のつどい｣	 	 図 15）2690個の LEDが灯された 
 
図 16）会場内に設けられた交流テント 
 
10）	 まとめ 
	 すべてのパフォーマンスは非常に好評で、予想を上回る
評価を得ることができた。実施中に、｢新聞をみてきた｣
と声をかけてくれる人も多く、｢頑張って｣という励ましや
｢ぜひ来年も｣という応援の声もたくさんいただいた。 
	 神戸ルミナリエは、1日 4時間ほどの点灯時間内に全国
から平均 30万人が訪れるビッグ・イベントだが、16年と
いう歳月の経過により、当初の意義や役割は明らかに変化
した。震災を知らない神戸市民が約 4 割に達するなど、
人口構成も変わった。 
	 こうした現状を踏まえ、震災を風化させないため、また、
震災から学んだ教訓を次世代に伝え、これからの社会に生
かしていくためにも、本研究は｢神戸ルミナリエ｣の現状に
一石を投じ、一定の成果を残すことができたと考える。 
